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液流入障害の改善にもかかわらず，術後左心機能の改善

に比し，右心機能は改善を認めなかった．以上，本法は

心臓腫瘍の存在診断と同時に血行動態の把握に有用な情

報をもたらし，特に術前後の経過観察に有用と考えた．

5・Binswanger病の123HMP脳血流シンチ

小田野幾雄　　樋口　正一　　清野　泰之

酒井　邦夫　　　　　　　　　　（新潟大・放）

小山晃渥美哲至（同・脳研・神内）

　Binswanger病は，50歳代以後に発症する進行性の精

神機能低下，失語，片麻痺を主訴とする脳血管性痴呆の

一っである．病理学的には大脳白質の広範囲な脱髄と多

発小梗塞巣がみられるが，皮質と皮質下の弓状線維はほ

とんど障害されない．今回，われわれは本症と思われる

75歳男性のIMP脳血流シンチおよび脳槽シンチを施行

し，その所見について報告した．

　IMP脳血流imageでは大脳皮質のRI分布は比較的

均等で局所的な低血流域は少ないが，mean　CBFは38

m1／100　g脳／minと全体に低下していた．　V－Pシャント

が施行され，症状の軽快がみられたが，これは35％の

mean　CBFの増加として証明された．びまん性脳血管障

害の評価には，IMP脳血流imageのみでは不十分で，

CBF値による評価が必要である．

6・123HMPシンチグラフィが有用であったOPCAの

　2例
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　オリーブ橋小脳萎縮症（Olivo－ponto－cerebellar　atro－

phy：OPCA）は脊髄小脳変性症の一つとして知られてい

る．今回，OPCAと診断された2例に対し，1231－IMP

による脳血流シンチグラフィを施行し有用な情報が得ら

れたので報告する．方法は1231－IMP約3mCiを静注し，

約20分後からEarly　imageを，約240分後からDelayed

imageを撮像した．　X線CT上では2例ともに小脳の萎

縮が認められたが，1231－IMPシンチグラフィではEarly

およびDelayed　imageの両方で小脳への著しい集積の

低下を認めた．よって1231－IMPによる脳血流シンチグ

1181

ラフィはOPCAのような脊髄小脳変性症においても有

用な検査法と考えられる．

7．脳腫瘍症例における201Tl，123HMP　SPECTと18F・

　FDG　PET所見の比較
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脳腫瘍症例における20iTl　chloride，1231－IMP　SPECT

および18F－FDG　PET所見を比較し，その臨床的有用性

を検討した．SPECTは1231・IMP　3　mCi静注20分後よ

りリング型SPECT装置にて1スライス約1Mcounts

の条件で撮像し，さらに201Tl　chloride　3　mCiを静注20

分後に同一スライス面のSPECTを撮像した．　PETは

18F－FDG　8　mCiを静注し，60分後に撮像した．対象は，

頭蓋内腫瘤性病変を有する16例である．SPECTは全例

に，PETは16例中12例に施行した．腫瘍への集積を

視覚的に検討した結果，201TI　SPECTでは12／16（75％），

1231－IMP　SPECTは2／16（12．5％），18F－FDG　PETは

9／12（75％）に腫瘍への集積を認めた．201Tl　SPECTは

脳腫瘍の検出に有用であり，1231－IMP　SPECTは腫瘍周

囲皮質のmass　effectの評価に有用と思われた．また両

者を合わせて施行することにより，18F－FDG　PETと同

等の情報が得られる可能性が示唆された．

8．変形性股関節症（変股症）のdynamic　and　static

　bone　scan
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　変股症のdynamic，　static　bone　scan所見を分類し，

骨X－P所見や疹痛の種類や程度と比較検討した．

　dynamic　scanとして，99mTc　MDP静注後5秒ごと

12枚のRIアンギオ，引き続き1分ごと12枚の早期連

続像を撮像し，static　scanとして3時間後スポット像を

撮った．
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　骨スキャンパターンは骨頭，臼蓋へのびまん性集積を

示すWtype，荷重部から内側部に集積を示すPtype，荷

重部のみに集積を示すUtypeに分類することができ，

それぞれ7，7，3病巣あった．W，　P　typeは骨X－P上末

期例が大部分で，Utypeは進行期のX－P所見を示した．

疹痛の程度との関連性は少なかった．RIアンギオでは

4病巣に灌流増加が見られ，いずれも末期例であった．

早期連続像は骨スキャン像と関連性が深かった．滑膜炎

の特異パターンははっきりしないが，RIアンギオ上灌

流増加は関連ありそうであった．

9．骨シンチ定量解析法からみた電磁場刺激療法の臨床

　　的意義
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　今回われわれは難治性骨折に対する電磁場刺激療法例

7例，非刺激群としての新鮮骨折例6例の13例の骨癒

合過程を骨シンチ定量解析法を用いて他覚的に解析する

ことにより，電磁場刺激の臨床的意義を検討した．新鮮

骨折例のuptake　ratioは受傷後1か月でpeakに達し以

後3～4か月で低値のpatternを呈す．しかし，電磁場

刺激療法例は受傷あるいは術後期間に関係なく刺激開始

後2～4か月でpeakに達し以後低下とともに骨癒合す

る傾向があり，電磁場刺激による仮骨形成能の充進が客

観的に証明された．以上より骨シンチ定量解析法はX

線学的観察とともに骨癒合過程を客観的評価できる臨床

上有用な方法と考える．

10．橋本病から甲状腺悪性リンパ腫に移行したと思われ

　　る症例の67Gaシンチについて
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ることが多いと言われている．伊藤病院で，昭和60年4

月より昭和63年4月までに甲状腺原発の悪性リンパ腫と

診断された症例は，27例であった．この27例のうち，

伊藤病院で橋本病（主に細胞診）と診断されて治療中に

悪性リンパ腫に移行した症例は，8例であった．この8

例のうち，7例は橋本病の治療中に甲状腺腫が急に増大

した症例であり，1例は局所的に結節状に堅くなった症

例であった．この8例のうち，甲状腺腫が急に増大した7

例の67Gaシンチは，その局所に一致して強い陽性像を

示した．結節状になった1例の67Gaシンチは，弱陽性

であった．一般に，大部分の悪性リンパ腫の67Gaシン

チは，強陽性を示したが，大部分の橋本病は，弱～中等

度陽性を示した．以上の結果から，67Gaシンチは，橋

本病から悪性リンパ腫に移行する症例の補助診断に有効

と思われた．

11．甲状腺癌，上皮小体癌のリンパ節転移の検出におけ

　　るタリウムSPECTの意義

磯部まどか

富松　宏文

牧　　正子

　201Tl－chloride　｝ま，

用であるが，放出するエネルギーが低いため，

の検出感度が低く，肺や縦隔の小さな病変は，見落とさ

れがちである．

　今回われわれは，201T14mCiによるSPECTを施行

して，プラナ像では指摘できなかった上皮小体癌および

甲状腺癌のリンパ節転移を検出した2例を経験した，

　1例は上皮小体癌の縦隔リンパ節転移の症例で，もう

1例は，甲状腺分化癌の頸部リンパ節転移であり，いず

れも小病巣であった．

　タリウムによるSPECTは，低エネルギー用高分解能

コリメータを装着したシーメンス製回転型シンチカメラ

を用い，6°間隔30秒収集360°回転または180°回転で

データを収集した．

　比較的血流豊富な充実性腫瘤である甲状腺分化癌およ

び，上皮小体癌のリンパ節転移の検出にタリウムSPECT

は，有用であると考えられた．
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甲状腺癌，上皮小体癌の検出に有

　　　　　　　　　　　深部病変

甲状腺の悪性リンパ腫は，橋本病を発生母地としてい
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